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三位一体主日・聖霊降臨後第 1 主日 
特祷・詩編・聖書日課・代祷 
（聖書日課は聖書協会共同訳） 

◆特 祷 

永
えい

遠
えん

にいます全
ぜん

能
のう

の神
かみ

よ、あなたは 僕
しもべ

らに恵
めぐ

みを与
あた

え、まことの信
しん

仰
こう

をもって、栄光
えいこう

ある三
さん

位
い

一
いっ

体
たい

の神
かみ

をあがめることができるようにして

くださいました。どうか、この信
しん

仰
こう

に堅
かた

く立
た

っ

て生
い

き、すべての 災
わざわ

いに打
う

ち勝
か

つことができま

すように、父
ちち

と聖
せい

霊
れい

とともに一
いっ

体
たい

であって世
よ

々
よ

に

生
い

き支
し

配
はい

しておられる主
しゅ

イエス・キリストによっ

てお願
ねが

いいたします。アーメン 

◆イザヤ書 6：1～8 
1 ウジヤ王が死んだ年、私は、高く上げられた玉

座に主が座っておられるのを見た。その衣の裾は聖
所を満たしていた。2 上の方にはセラフィムが控え
ていて、それぞれ六つの翼を持ち、二つの翼で顔を
覆い、二つの翼で足を覆い、二つの翼で飛んでい
た。3そして互いに呼び交わして言った。 

「聖なるかな、聖なるかな、聖なるかな 
万軍の主。 
その栄光は全地に満ちる。」 
4 その呼びかける声によって敷居の基が揺れ動

き、神殿は煙で満ちた。5私は言った。 
「ああ、災いだ。 
私は汚れた唇の者 
私は汚れた唇の民の中に住んでいる者。 
しかも、私の目は 

王である万軍の主を見てしまったのだ。」 
6 すると、セラフィムの一人が私のところに飛ん

で来た。その手には祭壇の上から火箸で取った炭火
があった。7彼はそれを私の口に触れさせ、言った。 

「見よ、これがあなたの唇に触れたので 
過ちは取り去られ、罪は覆われた。」 
8その時、私は主の声を聞いた。 
「誰を遣わそうか。 
誰が私たちのために行ってくれるだろうか。」 

私は言った。 
「ここに私がおります。 
私を遣わしてください。」 

◆詩編 第 138 編  

1 神
かみ

よ、わたしたちは 心
こころ

を尽
つ

くしてあなたに感
かん

謝
しゃ

し‖ もろもろの神
かみ

の前
まえ

であなたをたたえる 

2 あなたの 尊
とうと

い宮
みや

に向
む

かってひれ伏
ふ

し、 慈
いつく

し

みとまことのゆえにみ名
な

に感
かん

謝
しゃ

を献
ささ

げる‖ あ

なたは約
やく

束
そく

を果
は

たし、み名
な

をすべてにまさる

ものとされた 

3 わたしが叫
さけ

びを上
あ

げたとき、あなたは答
こた

え‖ 

わたしの 魂
たましい

の中
なか

に 力
ちから

を増
ま

してくださった 

4 主
しゅ

よ、国
くに

々
ぐに

の王
おう

はあなたに感
かん

謝
しゃ

を献
ささ

げる‖ あ

なたのみ言葉
こ と ば

を聞
き

いたから 

5 彼
かれ

らは主
しゅ

のみ業
わざ

を 喜
よろこ

び歌
うた

う‖ 「主
しゅ

の栄
えい

光
こう

は

偉
い

大
だい

」と 

6 いと高
たか

き主
しゅ

は、へりくだる人
ひと

に 心
こころ

を留
と

め‖ 

高
たか

ぶる者
もの

には近
ちか

づかれない 

7 苦
くる

しみの中
なか

にあるときも、あなたはわたしの

命
いのち

を支
ささ

えられる‖ み手
て

を延
の

ばして敵
てき

の怒
いか

り

を 退
しりぞ

け、右
みぎ

のみ手
て

でわたしを救
すく

われる 

8 主
しゅ

は、わたしに約
やく

束
そく

されたことを、すべて成
な

し遂
と

げられる‖ 主
しゅ

よ、あなたの 慈
いつく

しみは永
えい

遠
えん

、み手
て

の業
わざ

を見
み

捨
す

てないでください 

◆ヨハネの黙示録 4 
1 その後、私が見ていると、開かれた扉が天にあ

った。そして、先にラッパのような声で私に語りか
けた、あの最初の声が言った。「ここへ上って来な
さい。そうすれば、この後必ず起こることをあなた
に示そう。」2 私は、たちまち霊に満たされた。する
と、天に玉座があり、そこに座っている方がおられ
た。3 その座っている方は、碧玉や赤めのうのよう
に見え、玉座の周りにはエメラルドのような虹が輝
いていた。4 また、玉座の周りに二十四の座があ
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り、それらの座には白い衣を身にまとい、頭に金の
冠をかぶった二十四人の長老が座っていた。5 玉座か
らは、稲妻、轟音、雷鳴が起こった。また、玉座の
前には、七つの松明が燃えていた。これは神の七つ
の霊である。6 また、玉座の前には、水晶に似たガラ
スの海のようなものがあった。この玉座の中央とそ
の周りに四つの生き物がいたが、前にも後ろにも一
面に目があった。7 第一の生き物は獅子のようであ
り、第二の生き物は若い雄牛のようで、第三の生き物
は人間のような顔を持ち、第四の生き物は空を飛ぶ鷲
のようであった。8 この四つの生き物には、それぞれ
六つの翼があり、その表にも裏にも一面に目があっ
た。それらは、昼も夜も絶え間なく唱え続けた。 

「聖なるかな、聖なるかな、聖なるかな 
全能者である神、主。 
かつておられ、今おられ、やがて来られる方。」 

9 これらの生き物が、玉座に座り、世々限りなく生
きておられる方に、栄光と誉れと感謝とを献げる度
に、10 二十四人の長老は、玉座に座っている方の前に
ひれ伏し、世々限りなく生きておられる方を礼拝し、
その冠を玉座の前に投げ出して言った。 

11「私たちの主、また神よ 
あなたこそ 
栄光と誉れと力を受けるにふさわしい方。 
あなたは万物を造られ 
万物はあなたの御心によって存在し 

また造られたからです。」 

◆ヨハネによる福音書 16：12～15 
12 言っておきたいことはまだたくさんあるが、あ

なたがたは今はそれに堪えられない。13 しかし、そ
の方、すなわち真理の霊が来ると、あなたがたをあ
らゆる真理に導いてくれる。その方は、勝手に語る
のではなく、聞いたことを語り、これから起こるこ
とをあなたがたに告げるからである。14 その方は私
に栄光を与える。私のものを受けて、あなたがたに
告げるからである。15 父が持っておられるものはす
べて、私のものである。だから、私は、『その方が
私のものを受けて、あなたがたに告げる』と言った
のである。」 

代祷項目  
★世界の教会とそれに連なる人びとのため  

【世界の聖公会
ア ン グ リ カ ン ・ コ ミ ュ ニ オ ン

】 南
みなみ

アメリカ聖
せい

公
こう

会
かい

、7/26～
8/8 に開

かい
催
さい

されるランベス会
かい

議
ぎ

のため 
【 日 本聖 公会 】  北

きた
関
かん

東
とう

教
きょう

区
く

教
きょう

区
く

成
せい

立
りつ

記
き

念
ねん

日
び

（6/14 高橋管理主教と北関東教区のすべての働きのため） 
【東京教区】 聖

せい
マルコ 教

きょう
会
かい

、多
た

摩
ま

教
きょう

会
かい

グルー
プ（ 協

きょう
議
ぎ

会
かい

、牧
ぼく

師
し

協
きょう

議
ぎ

会
かい

） 

【メリーランド教区】 聖
せい

ヨハネ 教
きょう

会
かい

、聖
せい

ペテロ 教
きょう

会
かい

、聖
せい

アンデレ 教
きょう

会
かい

 
【エルサレム教区】 主

しゅ
教

きょう
学
がく

園
えん

 
【NCC】  在

ざい
日
にち

大
だい

韓
かん

基
きり

督
すと

教
きょう

会
かい

、外
がい

国
こく

人
じん

住
じゅう

民
みん

基
き

本
ほん

法
ほう

の制
せい

定
てい

を求
もと

める全
ぜん

国
こく

キリスト 教
きょう

連
れん

絡
らく

協
きょう

議
ぎ

会
かい

（外キ協） 
【信施奉献先】 国

こく
際
さい

こども学
がっ

校
こう

の 働
はたら

きのため 

★神の愛と正義による平和と和解の実現のため 
ことにパレスチナとシリアの平和のため、ウクラ
イナ、ミャンマー、アフガニスタンの平安のた
め、平和と正義の実現を求めて活動している人々
のため 

★身近な人々との交わり、教会の交わりのため 
ことにこの地域に生活する人々、教会に関わる 
諸団体・諸施設の営みを覚えて。入信志願者のた
め、また志願者が与えられるため 

★悩み、悲しみまた困難のうちにある人々のため 
・療養中･ご高齢の人々 
・東日本大震災および自然災害による犠牲者と被災

者､支援する人々・原発事故のために悩んでいる
人々・暴力や犯罪、差別や貧困のために困難な生
活を余儀なくされている人々 

・新型コロナウイルス感染症の苦しみ、不安の内に
ある人々、医療看護に携わっている人々。ことに
職を失って路上生活を余儀なくされた人々、生活
が困難になった人々、その人々を支える人々 

・一人で悩み、苦しんでいる人が教会につながり、
神さまに近づくことができますように 

★逝去された人びとのため 
・今週、逝去記念日を迎える人々のため 


